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「構造計算ソフト/耐震診断ソフト 活用セミナー」

黄色本改訂に伴う変更点、入力や計算機能の改良、活用テクニック

説明資料（2015年10月版）

株式会社構造システム



本日の講習内容

１．[BUS‐5] 2015年版建築物の構造関係技術基準解説書改訂に伴う変更内容（P.3～）

２．[BUS‐5] 機能追加・改良項目（P.33～）

３．[BUS‐5] Ｑ＆Ａのご紹介（P.53～）

４．[BUS‐5] 活用ミニテクニック（P.60～）

５．[BUS‐基礎構造] 新製品 Ver.5 のご紹介（P.71～）

６．[WALL‐1] 活用テクニック、Ｑ＆Ａ（P.99～）

７．[DOC‐RC/SRC][DOC‐3次診断] 新機能、Ｑ＆Ａ（P.113～）

８．[DOC‐S] 新機能、Ｑ＆Ａ（P.137～）
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６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
ご紹介内容

• ６－１ ：任意軸操作の留意点

• ６－２ ：片持スラブの入力方法

• ６－３ ：混構造の入力について

• ６－４ ：WRC設計施工指針で簡易保有水平耐力計算を行う方法
• ６－５ ：オプション機能

• ６－６ ：出力スパン長の指定

• ６－７ ：チェックリスト

• ６－８ ：CSVファイルの紹介



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－１：任意軸操作の留意点

• 任意軸操作の留意点

• 斜め軸の適用(Ｘ方向に平行) 斜め軸の適用(Ｙ方向に平行)

２点目

３点目

１点目１点目

２点目

基準フレームとの交点
が認識されない

直線化

Ｙ座標を固定

直線化

Ｘ座標を固定



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－２ ：片持スラブの入力方法

• 複数の軸をまたぐ片持スラブの入力方法

１点目

２点目

配置したい範囲を囲むように選択

• 先端辺が傾斜した片持スラブの入力

配置

［片持スラブ形状］の荷重伝達タイプを「片
持一方向」とした場合、計算可能。



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－３ ：混構造の入力について①

• HOUSE‐ST1荷重データ読込→[任意点追加重量]に読み込まれる･･･①

• 水平荷重時の柱軸力を設定したい場合は別途入力してください･･･②

• 積雪荷重がある場合は「積雪荷重の扱い方」を
考慮する設定に変更･･･③

• 「壁式最上階の建物最上階から数えた
階数」の設定
→ 1階壁式、2･3階木造の場合：3
→ 1･2階壁式、3階木造の場合：2
と入力･･･④

① ②
③

④



h

RC階

木造階

木造階
h1

RC階

h1

RC階

木造階

h

６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－３ ：混構造の入力について②

壁式構造と木造の３階建て混構造建築物の地震力計算(RC構造部分)

木造とその他の構造を併用する建築物について技術基準解説書の掲載部分
P425～428、P712～715(付録1‐5.2)

1階壁式、2･3階木造の場合 1･2階壁式、3階木造の場合

①Ai=1.0としてよい

②建物高さ13m以下
T<0.4→ Rt=1.0

Ai算出にh,h1が必要。

WALL‐1における対応方法

→固有周期Tを直接入力

（[基本データ]→[荷重]
→[地震力]）



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－４ ：WRC設計施工指針で簡易保有水平耐力計算を行う方法

• 準拠規準をWRC設計施工指針(自動)とした場合→破線のルート

• 特別な配慮を要する設計を選択することにより、構造規定(※1)の①～②
が免除される。(WALL‐1での操作方法→特別な配慮で「する」を選択)

• ただし、③～④がNGの場合
は免除されないので注意が
必要。 構造規定

(※１)

※１
①階高≦3.5m
②壁量(壁厚による低減)
③壁ばりの規定(腹筋、≧12mm)
④床版、屋根版の剛性・耐力

保有水平
耐力計算

※２
イ層間変形角≦1/2000
ロ総曲げ抵抗モーメントの確認
ハ終局せん断耐力の確認

特別な配慮を
要する設計

(※2)

ルート1

Re≦0.15
Rs≧0.60

①～②
を免除

告示

規準

NG

①がNG
→イ、ロを確認

②がNG
→ イ～ハを確認

NG

構造計算のフロー(抜粋)

ルート3

OK

OK



• [ファイル]メニュー→[オプション]
入力ウィンドウの操作や印刷時の設定一覧
活用できる項目をピックアップしてご紹介します。

６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－５ ：オプション機能



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－５ ：オプション機能～「同じ図面を複数表示する」

伏図とフレーム図を並べて表示可能。
データ入力はどちらのウィンドウでも操作可能。

応力図の異なるフレームを並べて表示可能。
直交フレームの応力の確認や異なる荷重ケースの比較が容易。



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－５ ：オプション機能～「各伏図・フレーム図のページ移動を連動」

チェックをONした場合：
一方の表示フレームに他方の表示フレームが連動。
→入力ウィンドウと計算結果図の比較が容易。

チェックをOFFした場合：
→異なる層やフレームを並べて表示
(「同じ図面を複数表示する」機能と併用した場合)



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－５ ：オプション機能～「階のコピー＆ペーストを見上げで行う」

作業ウィンドウ(伏図)上で、[編集メニュー]→[コピー](Ctrl+C)

チェックをOFFにした場合：

壁と壁脚側のはり、床をコピー

チェックをONにした場合：

壁と壁頭側のはり、床をコピー

例）2Fを3Fにコピー



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－５ ：オプション機能～印刷

• ウィンドウ印刷時に伏図・フレーム図を用紙枠に収める
チェックをONにした場合

• モノクロ出力する
プリンタやPDFのモノクロ出力に比べ、淡い色を濃く出力。
→出力が薄い場合に活用して下さい。また、計算書出力にも有効。

チェックをOFFにした場合

図面全体を印刷 拡大した部分を印刷



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－６ ：出力スパン長の指定

計算結果出力～ 「A‐3.1.1 部材応力図」

出力用の見かけスパンを
部分的に設定

壁柱心間が狭いため、
数値の重なりが発生



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－７ ：チェックリスト

①利用者の会HP ダウンロードファイルに同封
http://www.kozo.co.jp/3pro/member/index.php

②インストール製品CD→チェックリストフォルダ
③[ヘルプ]メニュー→[チェックリスト(L)]

① ②

③

Ver.1.0.0.39以降



６．WALL‐1  活用テクニック、Ｑ＆Ａ
６－８ ： CSVファイルの紹介～節点座標

出力ファイル：

[環境設定]‐[ワークパス]‐[WRCOUT_XXXXX]フォルダ 「NodeCoordinate(1～3).csv」
①節点座標②支点座標③壁柱座標

112※CSVファイルは、開発確認用の出力を要望により公開しているため、サポート対象外です。

Ver.1.0.0.39以降
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ご清聴ありがとうございました。

2015年10月

(株)構造システム


